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実施時間：1 日あたり3 時間以上6時間以内 








































































































































－ 50 － 
相手」を思いやるコミュニケーション、チームワー
ク、ホスピタリティマインドの育成にも本実習は大
いに有効であったと考える。本実習は今年度で終了
となるが、違う形で次年度も今回に近い形で実習が
実施できるようホテルとの関係構築を強化したい。
またその際は、より高いハードルを設け、実施した
いと考える。 
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